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長径最大10・OmIⅥ，最小6・O mm，平均8・01Ⅵm〉
短径最大6．0Ⅱ】m，最小3．OmH】，平均4・5mmJ厚径
最大3．Om叫　最小2・Omnm，平均2・4mⅡ】，であった．
次にカバーグラスで軽く圧して鏡検したが，以上の
各虫体はすべて皮兢が荊立し，卵巣の分蚊状態が単
純であった．叉メスやピンセットで損傷された他の
虫体もすべて皮顧が孤立していた．
4）調査した1005頭の野犬が捕皆された場所は長
崎全市にわたっているが，稲佐公園一長崎駅一西坂
公園一金比金山を結ぶ繰の北部と南部すなわち浦
上川に関係あるA地区とそれ以外のB地区の両地区
に捕整地を分けてみれば）A地区ほ調査犬494頭中5
頭（1．01％）に陽性にして，田地区ほ調査犬511頭中
佐か1頭（0・19％）に陽性であった．両地区を比較
すればA地区に場性率高くして，A地区の弼吸虫腸
性犬5頭の中4頭までほ浦上川々口より3－4l（m
の上流蝿得で捕獲された野犬であった・
総　括　並　に　考　操
1）昭和29年6月21日より9月22日まで長崎
市内で捕獲された野犬1005頭の中肺吸虫陽性
犬は6頭（0．59％）であった．三浦17）は高
知県下の野犬195頭（主として高知市の犬）
の中14頭（7・2％）に肺吸虫陽性犬を見出し
ており，穣部・倉田18）も高知県境に近い愛
媛県宇和郡の野犬19頭のヰから，一本松村3
頭，束外海町1頭，計4頭の肺吸虫陽性犬を
見出している・叉安藤・小堀1P）は岐阜県可
児郡及び土岐郡の犬36頭，猫37頭の糞便検杏
の結乳　本虫卵保有猫4頭を見出している．
これらの成績に比較して長崎市における野犬
の如吸虫陽性率は余り高くないが，とも角野
犬に本症自然感染例が存在することは疫学土
興味あることと思われる．
2）肺吸虫陽性犬6頭の中3頭においてそ
長崎市内野犬の肺吸虫症自然感染例について　　　　　　　　　　　1493・－
の肺から虫嚢17，虫体20を見出した．先人の
報告によれば，犬肺吸虫症においては人の場
合と異り1．偶の虫嚢の中に2隻の虫体が寄生
するのが普通とされているが，われわれの成
綾においても1偶の虫嚢に2隻の虫体が寄生
するのが多く見られた・しかし1．偶の虫嚢に
1隻寄生が2隻寄生の半数に見られたのほ脚
数が少ないので明らかでないが必ずしも1隻
寄生は稀でない・と思われる．虫嚢のみで虫体
寄生が見られなかったものは成苔2）の如く虫
体が弊死して乾酪化あるいは石灰化したもの
と思われ公．左右肺葉別の寄生率ほ右葉が多
い．といわれるが，以上3例の成掛こおいてほ
著しい差ほ籍められなかった．
3、）虫体の大きさほ8隻の虫体について測
定したが，大は長径10・Ommから小は長径
6．Ommまででかなり差がある・成苔による
と体長7－1・2mml）‥あるいは8－12mm2）と
なっており，ほぼこの範囲にあるが，多少小
さい虫体が認めらわた・しかし三浦17）の成
績の如く体長17mmに及ぶ大きなものほ見
られなかった．
宮崎洲）21）によれば日本内地に分布する肺
吸虫は4種もしくほ少くとも3種となってお
り，．肺吸虫の種領を知ることほ重要な問題で
ある・甘崎21）22）23）の記載に従い卵巣の分岐
状態と皮梯の状態を注意して観察したが，上
記8隻の虫体ほすべて卵巣の分岐状態が単純
で皮碑ほ孤立していた．侍これらの虫体の中
4隻ほ九大宮崎教授より　Paragominus wes一
緒
1）昭和29年6月から9月まで長崎市内で捕
獲された野犬1005頭の中肺吸虫陽性犬は6頭
（0・59％）であった・
2）陽性犬3頭分の肺の虫嚢数は合計17，
虫体数は合計20であった．
3）8隻の虫体について大きさを測定した
が，平均体長8・0甲m，肺吸虫の種類ほ損傷
termanii（Kerbert，1878）Braun，1899．（ウ
ェステルマン肺吸虫）であるとの御教示があ
ったが，∴損傷された他のすべて・の虫休も皮株
の粥立状態とケリコット肺吸虫の日本内椎に’
稀であることからり・エステルマン肺吸虫であ，
ると思われる．
1
4）肺吸虫陽性犬6頭中5頭までは浦上川
流域で捕獲された野犬であったこ　このことは
犬の習性からその附近で成育した野犬と見倣
され，一応捕獲された瘍所附近で感染したこ
とが考えられる．しかし野犬とはいえ相当数
の飼犬も混っているので他の1頭も人手によ
り移された．ことも考えられ，すべてが浦山Il
流域の犬であったかも知れない．
大谷24）ほ明治3．1年から明治33・年ま，での問・
に長崎市において8例の人肺吸虫症を経験し，
その中4例は県外の人，・他の4例ほ長崎県在■
任にて長崎港とその近郊戸町村放びに土井首
相（現在長崎市内）及び南高来郡有家村の人
である．昭和28年田中（徳）18）の調香では声
町及び深堀（土井首の隣）地区のモクズガ三
にはメタセルカサアを認めることが出来なか
ったが，昭和16年田中（暢）も）・が浦上在住者
の症例拉に浦上川より得たメタセルカリアに
ょり実験的に成虫を得たと報告しておるのを主
興味あることである．今回の野犬の詞秀は長‾
崎市特に浦上川流域にほ相当以前からウェス
テルマン肺吸虫が分布してし、たことを裏付け
るものと思惟せらる．
語・
された他の虫休もすべてウェステルマン肺吸
虫であったと思われる．
4）陽性犬6頭の中5頭までほ浦上川流域
の野犬にして，本調香により長崎市特に浦上
川流域には相当以前からウェステルマン肺吸
虫が分布していたことを裏付けるものと思惟
する・
（稿を終るに臨み御指導並びに御校閲を賜った恩師瞬田教軌こ深謝する）
1494 田・　申・瀬　　井・釘　　田
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